
彙
心
理
撃
謎
書
目

報

　
　
　
五
月
二
十
七
口
午
後
二
時
・
傘
・
よ
り
廊
鼠
験
場
噸
四
演
智
蜜
に
於
て
開
…
催
、
左
の

　
　
講
演
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
○
想
像
の
心
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
　
臼
　
直
　
樹
君

　
　
　
想
像
の
研
究
と
し
て
先
づ
第
一
編
に
想
燦
の
本
質
を
論
じ
、
第
二
編
に
想

　
　
像
の
黒
煙
的
考
察
と
し
て
の
廊
本
鷺
話
を
論
じ
た
。

　
　
　
從
來
、
想
像
の
概
念
、
本
質
を
論
じ
た
も
の
を
互
つ
に
類
溺
す
る
事
が
で

　
　
き
る
。
其
の
一
は
想
像
を
認
憶
よ
り
展
甥
し
て
其
の
概
念
を
決
定
す
る
も
の
。

　
　
即
ち
詑
憶
は
遇
去
の
纒
瞼
を
其
餓
再
生
・
ず
る
事
で
涛
り
、
　
想
像
は
過
去
の
纏

　
　
瞼
が
部
分
的
に
其
の
結
合
を
換
へ
て
再
生
す
る
審
で
あ
る
と
す
る
も
の
。
其

　
　
の
こ
は
、
想
…
慷
を
幡
性
よ
り
隅
別
し
て
概
念
と
し
た
も
の
、
　
即
ち
悟
軸
山
は
蜘
卿

　
　
念
的
に
、
論
理
的
に
越
し
い
結
合
を
作
っ
て
行
く
の
に
、
想
像
の
働
き
は
具

　
　
象
的
だ
と
茨
ふ
に
止
る
。
其
の
三
は
、
現
量
に
あ
ら
ざ
る
も
の
を
想
像
と
す

　
　
る
説
。
典
の
瞬
は
甥
始
◎
計
ピ
漏
O
犀
3
ノ
一
．
鐸
鐸
舞
の
如
く
想
恥
擦
過
程
其
の
も
の
を

　
　
分
析
し
て
概
念
を
定
め
ん
と
す
る
も
の
、
奨
の
五
は
、
深
田
教
畏
の
説
く
麗

　
　
に
し
て
、
即
ち
、
　
湘
巨
像
の
概
念
を
客
魏
的
の
巫
産
物
よ
り
定
め
様
と
す
れ
ば

　
　
勢
ひ
他
の
心
的
過
程
と
の
齪
溺
が
困
難
・
に
な
る
故
、
感
畳
．
寵
憶
、
　
想
禦
の

　
　
撚
目
を
憲
識
其
も
の
エ
Φ
に
見
高
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
謙
卑
は
現
在
に
の

　
　
み
働
き
、
詑
憶
の
意
識
内
容
は
過
去
に
關
燃
し
て
居
り
、
　
惣
豫
は
現
左
、
蓬

　
　
去
何
れ
に
も
關
係
す
る
、
換
離
す
れ
ば
、
賭
問
を
超
越
し
て
当
る
と
欝
ふ
に
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遡
る
。
そ
こ
で
結
論
と
し
て
以
上
大
盤
の
醗
を
考
察
す
る
に
、
其
の
何
れ
も

彙
報
新
署
翻
介

惣
像
の
概
念
と
し
で
適
當
で
あ
る
が
、
興
れ
置
け
叉
、
侮
れ
に
竜
識
難
す
べ
き

黙
が
あ
る
。
　
私
は
想
僚
の
概
念
に
感
情
の
高
調
と
嘗
ふ
離
を
加
へ
た
い
の
で

あ
る
。
心
的
作
用
の
中
、
　
惣
像
に
最
近
き
も
の
は
詑
憶
と
悟
性
と
で
あ
る
。

翻
ハ
の
記
憶
に
感
情
の
山
尚
調
が
加
は
れ
ば
三
蓋
、
　
結
合
の
工
A
口
に
鍵
化
を
來
た

す
。
そ
わ
が
惣
像
で
あ
り
、
直
写
の
瞬
く
論
理
的
の
も
の
に
は
、
感
悩
の
山
尚

調
が
入
り
碍
な
い
。
感
清
の
高
調
が
加
は
る
灰
で
は
翼
然
具
象
的
に
な
る
。

そ
れ
が
想
像
で
あ
る
。

　
第
二
編
、
臼
本
童
話
の
研
究
は
ヴ
ン
ト
の
民
族
心
理
に
從
っ
て
童
謡
、
　
設

話
、
傳
認
、
紳
話
の
概
念
を
明
か
に
し
、
　
日
本
・
澱
話
を
集
め
て
分
類
し
た
も

の
で
あ
る
。

教
育
翠
禽
倒
曹

　
五
月
二
十
三
臓
午
後
六
時
よ
蓼
墨
ザ
生
爽
會
訴
に
於
て
開
…
溜
り
、
左
の
漁
講
演
が

あ
っ
た
。

　
　
　
○
嚢
灘
教
育
所
見
　
　
丈
學
樽
士
小
西
重
薩
君

　
　
　
○
重
要
に
現
は
れ
た
る
俗
…
徽
…
の
一
白
麿
’
　
稗
　
原
　
愛
　
濾
艦

顕
著
紹
介

猫
逸
思
想
と
其
背
景
丈
雪
篭
士
朝
、
承
三
＋
郎
著

　
本
轡
は
凡
て
五
つ
の
論
交
か
ら
成
立
っ
て
る
る
。
　
即
ち
第
一
篇
『
紳
秘
設

と
猫
逸
思
想
』
、
第
二
篇
『
「
理
性
」
の
哲
學
、
「
人
・
文
」
の
哲
學
と
し
て
の
濁
逸
哲

學
、
附
、
凋
逸
に
於
け
る
「
人
交
卑
属
」
の
思
想
幽
、
第
三
篇
『
濁
逸
思
想
と
軍

…
國
寵
義
』
第
義
盗
『
猫
逸
の
糊
代
歯
学
と
其
最
近
背
景
臨
、
第
五
篇
『
思
想
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
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哲
學
研
錬
　
　
第
四
號

の
園
産
奨
闘
論
に
就
て
』
こ
の
五
つ
で
あ
る
。
第
一
篇
は
、
虫
と
し
て
、
　
中

世
末
期
か
ら
凝
議
復
興
期
へ
懸
け
て
、
数
會
の
着
金
及
び
學
問
上
の
感
化
の

爲
に
固
く
串
世
患
想
の
本
流
と
し
て
榮
え
て
み
た
、
　
ス
コ
ラ
哲
學
の
心
血
と

畿
ハ
に
次
第
に
盛
一
八
の
域
に
舘
趣
い
た
典
正
統
酌
（
自
由
主
義
的
）
憩
秘
下
説
が
蹴
ハ
代

　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
者
た
る
マ
イ
ス
テ
ル
・
エ
ツ
ク
ハ
ー
壕
ト
、
ヤ
コ
プ
・
ボ
島
田
メ
、
、
そ
の
他

の
大
陸
哲
學
者
を
撃
て
カ
ン
ト
に
及
び
鼓
に
學
的
に
精
練
さ
れ
．
て
㎞
姻
逸
暫
墨
・

爬
最
固
有
な
る
『
理
牲
の
斬
學
』
と
し
て
現
わ
る
に
至
る
璽
選
の
考
察
で
あ

る
。
次
に
第
二
篇
は
－
　
第
一
篇
に
鶴
に
纏
頭
酋
を
現
し
て
み
る
理
聾
の
哲
學

が
ラ
イ
プ
ニ
ツ
を
経
、
カ
ン
ト
に
肇
っ
て
大
成
せ
ら
れ
、
憂
に
夫
れ
以
後
の

フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
エ
リ
ン
ゲ
、
　
ヘ
エ
ゲ
ル
、
　
シ
ユ
ラ
イ
・
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
等
に
よ

つ
で
形
而
上
學
化
さ
れ
て
行
一
く
野
路
の
識
蓮
で
あ
る
。
　
第
三
篇
は
第
二
篇
に

於
て
既
に
そ
の
一
斑
を
燃
説
か
れ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
　
理
論
哲
學
の
齪
最
慮
仙
憐

な
最
重
要
な
結
果
と
し
て
、
　
此
折
n
學
の
共
癒
特
得
繊
を
其
背
…
景
に
瀞
ろ
人
安
ハ
擁

護
を
疑
的
と
す
る
荒
家
の
思
慮
、
所
謂
『
人
交
書
家
瞼
の
思
想
が
、
　
ナ
ポ
レ

オ
ン
磯
役
を
そ
の
流
事
の
背
景
と
し
て
勃
塗
し
た
愛
護
詩
人
の
感
情
的
醐
家

室
義
、
及
び
フ
ィ
ヒ
テ
の
魚
礁
論
を
鯉
て
、
　
ヘ
エ
ゲ
ル
の
超
個
人
主
義
的
國

家
論
に
於
で
明
確
な
る
哲
學
的
墓
謎
に
立
つ
に
至
り
、
更
に
彼
れ
の
後
に
出

て
、
思
想
上
並
に
政
機
上
の
理
由
の
爲
め
に
、
唯
物
論
的
現
實
二
義
的
塗
家

主
義
の
跳
梁
と
愛
じ
行
く
審
情
を
設
い
て
る
る
。
次
に
第
凶
篇
で
は
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
史
興
．
　
｛
騰
鉄
…
科
學
の
優
塾
そ
の
真
鴨
仙
惣
㎜
介
の
事
傍
の
爲
め
に
、
　
一
ロ
一

勢
力
を
失
っ
た
擬
念
論
酌
、
理
想
主
義
的
哲
學
が
、
薪
カ
ン
ト
派
の
勃
興
、

ス
ビ
ノ
ー
ザ
派
　
の
復
興
、
其
他
の
濁
立
騰
系
と
し
て
復
蝋
照
し
來
る
原
肉
、
結

果
を
精
…
論
ず
る
。
最
後
の
｝
編
は
、
二
つ
の
論
蔵
に
分
た
れ
て
、
専
一
箭
雫
は
、

稠
劔
の
研
究
、
思
牽
叩
が
決
し
て
、
外
野
思
想
の
研
劣
、
　
推
漿
、
紹
介
と
矛
綜
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
六

す
る
竜
の
で
無
く
、
却
て
焦
れ
を
豫
想
す
る
も
の
な
る
雰
［
、
　
田
仙
想
上
の
鎖
國

は
陥
即
ち
矯
勲
恕
上
の
虜
殺
な
る
こ
と
を
、
　
ギ
リ
シ
ャ
以
來
の
思
想
史
が
示
す
明

確
な
る
護
国
と
共
に
手
を
携
へ
て
論
談
し
、
後
端
に
於
て
は
、
　
之
と
最
密
接

な
臨
聯
に
於
て
、
掲
逸
人
丈
の
愛
好
者
が
奪
重
す
る
濁
逸
思
想
を
、
硯
代
猫

逸
（
し
か
も
一
部
の
思
葱
家
に
は
慨
嘆
さ
れ
て
る
る
）
軍
國
主
義
を
以
て
穣
一

し
去
る
熊
度
の
鰯
卒
な
る
事
を
戎
め
る
。
第
三
篇
の
序
交
蔵
し
て
屯
、
此
」

巻
の
緒
静
q
と
し
て
も
見
ら
れ
得
る
一
．
篇
で
あ
る
。
之
れ
に
封
し
て
前
の
四
篇

は
、
其
舞
形
の
露
量
に
は
拘
ら
ず
、
凡
て
項
霞
網
繋
い
で
、
祭
接
な
る
有
機

的
覇
一
に
於
て
『
懸
牲
の
哲
學
』
を
山
・
心
と
す
る
㎞
掬
逸
聯
瞬
秘
史
の
大
掘
で
あ

る
。
谷
篇
の
範
圃
に
即
し
て
徽
そ
の
全
盤
を
諸
書
の
立
場
か
ら
眺
め
た
と

見
、
又
各
篇
の
中
心
思
想
、
特
に
其
前
景
に
立
現
れ
る
悪
罵
家
よ
り
冤
れ
ば
、

各
論
共
に
其
各
時
期
の
七
三
を
扶
恕
し
た
と
見
る
べ
き
、
　
稠
逸
哲
學
史
の
核

心
で
あ
る
。
更
に
又
特
に
、
第
三
第
置
の
こ
篇
を
賞
醸
の
三
篇
に
封
立
し
て

見
れ
ば
（
著
々
の
見
…
稼
が
、
著
旛
一
に
は
哺
群
婚
劇
な
、
恣
な
る
憶
側
に
終
期
ら
な
い
限

り
）
そ
こ
に
取
扱
は
れ
た
哲
撃
史
上
の
露
・
費
を
通
し
、
失
れ
を
取
止
ふ
態
度
を

麺
じ
、
拾
も
、
　
欝
…
冷
な
さ
う
し
て
㎜
秘
話
な
學
的
考
察
に
本
く
高
き
躍
想
搬
義

の
盗
座
に
立
っ
て
、
　
此
現
實
の
人
生
に
封
ず
る
生
け
る
批
興
の
カ
た
ら
ん
と

す
る
學
的
理
惣
と
、
そ
の
黒
蝿
を
伺
ふ
か
の
糠
に
思
は
れ
る
。

　
此
著
者
の
葺
き
著
春
の
、
此
著
書
の
如
き
署
灘
幽
に
鋤
し
て
、
　
讃
美
の
嘗
葉

を
附
瀕
へ
る
に
ふ
さ
は
し
き
程
の
名
誉
さ
へ
持
つ
と
は
患
ひ
得
な
い
唇
々
は

喉
だ
此
一
巻
に
於
て
吾
々
鐵
ら
の
看
燃
す
る
學
的
態
度
、
人
生
そ
の
も
の
に

封
ず
る
態
度
に
於
て
、
衷
論
の
無
漏
に
於
て
、
行
論
の
形
式
に
於
て
、
　
要
す

る
に
凡
て
に
於
て
學
ぶ
べ
き
も
の
を
見
舞
す
壌
と
、
　
既
薔
を
響
く
人
々
の
多

く
が
必
ず
脊
々
と
同
じ
感
じ
を
鯉
山
・
、
れ
る
で
あ
ら
う
と
信
ず
る
旨
を
安
ん
じ



て
瞠
り
欝
る
の
み
で
あ
る
。
東
京
、

田
壽
藏
）

終
文
題
幾
重
。
定
償
金
七
十
究
銭
。
（
繊

論
理
撃
（
醤
學
叢
書
、
第
四
編
）
　
丈
撃
士
導
水
　
泥
著

　
　
　
腰
回
作
獅
を
其
の
嬰
素
に
分
析
し
共
の
原
理
叉
は
法
則
を
研
究
す
る
原
理

　
　
論
（
要
素
論
）
を
第
一
篇
と
し
、
次
に
患
考
の
原
理
、
法
器
を
根
強
と
し
て
北
ハ
の

　
　
・
笠
際
の
癒
用
を
論
ず
る
方
法
論
を
第
二
篇
に
越
え
、
後
春
を
更
ら
に
、
學
衛

　
　
研
究
の
方
法
を
肌
繭
ず
る
研
究
法
論
…
と
、
　
研
究
の
結
呆
を
藤
晶
理
統
一
し
て
細
戴
隅

　
　
的
の
亀
の
と
回
す
方
法
を
論
ず
る
、
統
整
法
論
と
の
二
部
門
に
匿
分
し
、
策

　
　
一
、
第
二
爾
篇
と
も
典
の
中
に
更
ら
に
数
早
旦
牌
即
が
設
け
ら
れ
て
居
り
、
　
此

　
　
の
外
、
緒
論
と
し
て
『
論
理
學
の
牲
質
及
び
其
の
略
史
』
が
有
り
、
附
録
と

　
　
し
て
演
閣
絢
題
が
添
加
さ
れ
て
居
む
。

　
　
　
酌
確
な
心
理
學
の
素
謎
も
な
い
、
　
そ
し
て
叉
精
讃
の
暇
も
綴
な
か
っ
た
自

　
　
分
に
す
ら
、
　
や
し
も
す
九
ば
、
倦
怠
の
情
を
起
し
勝
ち
な
斯
墨
・
を
か
く
ま
で

　
　
庶
路
に
且
つ
、
両
白
く
讃
ま
せ
る
署
者
の
學
蕪
と
老
練
と
を
充
分
に
飼
ひ
得

　
　
た
搬
に
思
ふ
。
殊
に
二
黒
の
多
い
事
や
、
演
智
問
題
の
つ
い
て
お
る
事
な
ど

　
　
は
如
侮
に
も
専
掌
な
患
ひ
付
き
だ
と
考
へ
る
。
『
從
凍
の
所
轄
、
形
式
，
的
論
理

　
　
學
が
係
り
に
、
形
式
に
掬
泥
し
て
思
考
の
学
籍
を
忘
れ
、
職
補
導
昧
に
流
れ

　
　
て
實
田
川
に
綴
金
な
弊
を
脆
し
、
｝
面
に
於
て
、
聖
上
研
究
の
學
徒
に
と
り
て
典

　
　
の
準
備
的
楷
梯
と
な
り
、
…
他
面
に
於
て
一
般
の
學
問
研
究
者
が
砥
論
理
的
愚
索

　
　
の
鍛
練
を
濁
す
の
需
粥
に
癒
ぜ
ん
こ
と
を
志
し
た
』
と
言
ふ
諜
者
の
目
的
は

　
　
哺
述
風
口
な
く
遽
げ
v
ら
九
γ
た
と
昌
薦
へ
よ
う
。

　
　
『
諭
爆
管
は
形
式
的
科
學
で
あ
る
と
雷
ふ
故
を
以
て
、
　
其
の
二
値
の
乏
し
い

11
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事
を
力
設
す
る
も
の
も
あ
る
が
是
は
謬
見
で
あ
る
、
論
者
の
曽
ふ
が
如
く
な

麟
薯
紹
弁

れ
ば
、
哲
醗
・
酌
…
思
索
の
如
き
も
、
解
羅
に
よ
っ
て
は
形
式
臨
…
品
質
を
脆
し
得

な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
無
償
値
の
竜
の
と
な
ろ
べ
き
で
あ
る
。
困
者
は
、

磨撃

?
形
式
的
で
あ
る
が
敏
に
、
　
一
切
の
墨
・
問
研
究
者
は
其
の
研
究
を
始
む
る

前
に
、
先
づ
論
理
學
に
よ
っ
て
典
の
頭
鵬
を
鍛
練
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

主
張
す
る
馳
と
の
署
看
の
主
張
に
も
些
鳴
を
感
ず
る
書
分
ぼ
、
此
の
妊
著
が

曲
贋
い
静
聴
隠
に
渡
っ
て
多
く
の
諮
帆
者
を
得
ん
幅
鰻
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
　
畜
畿
尿
、

砦
波
轡
唐
潤
行
。
定
細
査
圓
武
運
鈍
。
（
深
田
武
）

　
　
國
際
経
濟
論
　
　
　
　
　
　
　
服
部
丈
四
郎
藩

　
本
書
、
鷺
を
分
つ
こ
と
二
十
四
、
鯖
十
七
章
に
於
て
一
般
理
論
の
叙
越
を

試
み
、
後
七
章
に
於
て
堵
列
張
の
闘
凹
際
灘
濟
の
現
歌
及
び
敏
策
を
説
い
て
み

る
。
饅
際
聞
の
経
濟
關
係
の
心
々
と
頻
繁
と
今
冠
の
如
く
な
る
に
拘
は
ら
ず
、

我
國
に
於
て
な
ほ
未
だ
一
編
も
此
・
方
菰
（
此
磐
の
取
扱
っ
て
居
る
檬
な
方
衙
）

に
毒
す
る
纏
っ
た
研
究
の
公
に
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
學
界
の
不
備
で
あ
り

實
霊
界
の
不
便
で
あ
っ
た
に
翼
翼
な
い
。
灘
ハ
自
盛
を
補
は
む
が
爲
に
魏
は
れ

た
る
本
馨
が
、
よ
し
其
日
級
つ
た
る
購
項
の
一
部
分
に
限
ら
れ
て
農
る
と
は

云
へ
、
．
憲
義
の
聖
な
る
竜
の
の
あ
る
鄭
は
明
白
で
あ
る
。
殊
に
約
七
百
頁
の
．

大
編
、
從
ひ
て
叙
越
は
、
よ
し
冗
漫
な
媛
は
あ
る
に
し
て
も
、
詳
細
に
し
て

懇
切
で
あ
る
。
悪
ハ
上
に
典
行
論
決
し
て
蹴
・
に
灘
燥
な
る
蝶
理
の
上
に
立
た
ず
、

常
に
生
き
た
る
實
際
を
捕
へ
、
購
費
そ
れ
自
ら
を
し
て
理
論
を
鼓
べ
し
め
た

る
黙
は
、
最
も
勝
人
に
快
い
所
で
あ
る
、
讃
者
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
む
る

と
典
に
其
確
儒
を
強
制
す
る
力
が
潜
む
で
る
る
。
問
題
の
性
質
に
も
よ
る
と

は
衰
ふ
も
の
ふ
、
　
蓑
者
の
學
殖
と
髪
際
的
智
識
の
乱
訴
鋳
と
に
依
ら
ず
し
て
は

難
げ
響
難
か
っ
た
事
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七


